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都市の生物多様性〜「和の花」と雨庭を中心に 

森本幸裕 

 

要旨 

 近年、地球環境の危機的状況を踏まえ、環境の課題だけでなく、社会、経済の課題の同

時解決を図る、という考え方が主流となってきました。2019年から国連が定めた「自然再

生」の 10年が始まりました。既に、持続可能な発展の（SDGｓ）の 17のゴールと 169のタ

ーゲットが設定され、耳にする機会も増えました。17のゴールは、みな関連していること

と、つぎのふたつの重要な視点を忘れてはなりません。それは、「だれひとり取り残さない」

という視点と、生物多様性など環境に関する目標が、社会的・経済的な目標の基盤になっ

ていることです。私達の生活、事業の継続の中に、生物多様性への配慮を内部化していく

ことが求められているのです。 

 そこで、生物多様性条約の世界でも、民間参画が重要なテーマとなり、日本でも都市開

発・再開発での ABINC 認証などの取り組みが進んでいます。また、当初は熱帯雨林やサン

ゴ礁など原生的な自然に関心が集まっていましたが、実態を考えると、里地里山や都市で

も、生物多様性への配慮と取り組みが重要であることわかってきました。 

 さらに、近年では、気候変動に伴う豪雨災害の激甚化が顕著となり、膨大な経済損失を

招いています。これに対して従来型の対応が却って自然環境に負荷をかけることを認識し、

Eco-DRR（自然環境を生かした減災）や都市では雨庭などのグリーンインフラの考え方が、

環境・社会・経済の課題の同時解決に貢献することが認識されてきました。私が監修した、

京都学園大（現：京都先端科学大）太秦キャンパスの雨庭や京都駅ビル緑水歩廊の取り組

みは、生物多様性保全に貢献しつつ、豪雨対策や賑わいなどにも貢献できることが評価さ

れ、平成 29年度の環境・循環型社会・生物多様性白書にも取り上げられました。 

 祇園祭のヒオウギ、八坂神社大晦日をけら詣りのオケラ、高台寺のキクタニギクはじめ、

京都では、千年の文化と関わり深い植物の多くが、いつの間にか野山から姿を消していま

す。その理由は、都市開発や河川改修で、ダイナミックな自然地がなくなったこと（第１

の危機）だけなく、伝統的な農林業が衰退し、地域の自然資源の持続的な利用がなくなっ

たこと（第２の危機）に重要な原因があります。今や、侵略的な外来種とも言える（正確

には生物の定義に当てはまりませんが）新型コロナ禍（第３の危機）がたいへんですが、

これもいくら長くても数年で、人間社会と「共生」するのが生態系の習わしです。 

 ポスト・コロナ禍は温暖化という未曾有の第４の危機に対して、人と自然の健康を第一

に考える自然共生の社会のデザインが課題だと考えています。ぜひ、皆様も知恵と工夫で

京都の本来の植物文化を継承することにご関心をお願いします。 

京都大学名誉教授・ (公財)京都市都市緑化協会理事長 
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March 2007 in Curitiba, Brazil – “Mayors meeting on the contribution 
of cities to the achievement of the 2010 Biodiversity Target”

• “The battle for life on 
earth will be won or 
lost in cities.”
Dr. Ahmed Djoglaf
(Executive Secretary 
CBD)

2007: “Global Partnership on Cities and Biodiversity”

the Secretary of the CBD/UNEP
Partners: UNESCO, UNEP, UN-Habitat, NGOS: IUCN, ICLEI, Scientific Networks: URBIO, 
URBIS, and 5 Cities (steering committee): Curitiba, Bonn, Nagoya, Montreal, Singapore 

Dr. Ahmed Djoglaf
CBD

CBD GBO



Dr. J. Lerner

M. B. Tan
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Brooklyn Grange
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http://www.blackredstarts.org.uk/pages/gr
eenroof.html
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Brown/biodiversity roofs
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http://www.mlit.go.jp/toshi/park/s1/oversea_germany.h
tml

=rain gardens



Rain gardens
Bioswales
Water sensitive design
Artful rainwater design
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StormWater Chain

Stuart Echols, Eliza Pennypacker
(2015), Island Press













“Wa no hana”, Japanese cultural flowers

Eupatorium japonicum

Iris domestica

Asarum caulescens

Atractylodes japonicaChrysanthemum seticuspe

Platycodon grandiflorus


